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（2）交通量 

地区周辺の自動車交通量は、平成11年道路交通センサス及び市統計書から見ると、東八

道路25,588台/12h（混雑度1.1）、多喜窪通り9,220台/12h（混雑度1.1）と東西方向の道

路に対し、南北方向は、府中街道 9,915台/12h（混雑度 1.6）、国分寺街道 14,042台/12h

（混雑度1.9）と道路混雑が目立ちます。 

調査対象地区周辺の自動車交通量・歩行者交通量 

 

尼寺歴史公園

（
主
）
1
7号
・
所
沢
府
中
線
（
府
中
街
道
）

東八道路

都
道
13
3号
・
小
川
山
府
中
線
（
国
分
寺
街
道
）

都道145号・立川国分寺
線（多喜窪通り）

主な道路

都市計画道路

史跡指定地区

自動車交通量観測ポイント

歩行者交通量観測ポイント

0 100 200

Ｄ）府中市多磨町二丁目

Ｃ）府中市晴見る町二丁目

②真姿弁財天入口

④国分寺駅前⑤西国分寺駅前

①国分寺前

Ａ）南町三丁目

　　交差点

Ｂ）東元町三丁目
　　交差点

③一里塚

【歩行者】832人/10h 

【歩行者】1,823人/10h 

【歩行者】1,298人/10h 

【歩行者】10,302人/10h 

【歩行者】1,190人/10h 

【自動車】 平日：26,588台/12h (混雑度 1.1) 

休日：20,386台/12h (混雑度0.9) 
【自動車】 平日：9,915台/12h (混雑度 1.6) 

休日：10,276台/12h (混雑度

【自動車】 平日：9,220台/12h (混雑度1.1) 

休日：7,544台/12h (混雑度 0.9) 

【自動車】 平日：14,042台/12h (混雑度1.9) 

休日：11,422台/12h (混雑度1.5) 

【自動車】13,740台/12h  (ピーク1,339台/h) 

【歩行者】 1,097人/12h 

【自転車】 1,067人/12h 

【自動車】10,552台/12h(ピーク 1,009台/h) 

【歩行者】 3,105人/12h 

【自転車】 1,176人/12h 

 
平成 14年度の都道交通量 

（資料：国分寺市統計書） 

 平成 11年度道路交通センサス 

 
平成 14年度歩行者交通量調査 

注）8/22、9/19、10/10、11/7、11/28 

 の 5日間の日曜日の平均値（8-18時） 

資料：「国分寺市観光資源調査報告書」（H17.3） 
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    市道幹１号線・元町通り（史跡北側）      市道幹１号線・元町通り（真姿の池の南側付近） 

 

  
市道幹２号線・植木交換通り（花街道）東元町四丁目    市道幹２号線・植木交換通り 西元町三丁目 

 

  
東元町三丁目の生活道路         東元町四丁目の生活道路（プレイステーション横） 
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2.5  自然環境の現況 

（1）国分寺崖線 

国分寺崖線は、約６～３万年前に多摩川が武蔵野台地を浸食することにより誕生した延

長 30kmに及ぶ連続する「崖地」で

す。この国分寺崖線の緑や地形は、

野川や多摩川とともに、地域の貴重

な自然環境と地域の原風景ともい

うべき景観をつくっています。 

東京都では、東京都景観条例（平

成９年度 12月制定）に基づき、景

観審議会から受けた答申を踏まえ、

平成 13年５月１日に新たに「国分

寺崖線景観基本軸」の地域を指定し、

「国分寺崖線景観基本軸基本計画」

と「国分寺崖線景観基本軸の景観づ

くり基準」を策定しています。 

 

（市条例による国分寺崖線区域） 

市のまちづくり条例において「国分寺崖線区域」を定めています。具体的には次のよう

な規定により、緑地・湧水・景観等を保全・再生するための独自の開発基準を定めていま

す。 

① 開発事業に対して事業者の届出の義務規定 

→ 通常は開発面積500㎡以上、国分寺崖線区域では300㎡以上（第41条の第1項） 

② 大規模開発事業に対する第 41条第 1項の届出に先だつ土地利用構想の届出・手続き完

了規定（第63条第1項） 

→ 通常は開発面積5000㎡・共同住宅で100戸以上、国分寺崖線区域では同3000㎡・

同60戸以上 

③ 国分寺崖線の保全及び再生に関する措置（第71条） 

開発事業の整備基準（第71条 別表 3より抜粋） 

種  別 基  準 
国分寺崖線の

保全及び再生

に関する措置 

(1)国分寺崖線区域内の湧水源の周辺で規則で定める区域内において行う開発事業

であって、れき層に及ぶ構造物を設ける行為及びその関連行為を伴うものについて

は、次に定める基準によるものとする。 

ア 規則で定めるところにより、開発区域の地下水及び湧水源の観測を行うこと。 

イ 建築物の基礎工法が湧水に及ぶ影響について、規則で定めるところにより、

事前評価を行うとともにその結果を公表すること。 

(2)国分寺崖線区域内において行う開発事業であって、建築物の屋上設備又は規則で

定める工作物の設置を伴うものについては、その設置について周辺の環境と調和し

た形態、色彩、素材等についての計画を作成し、市長と協議すること。 

資料：国分寺市まちづくり条例 

国分寺崖線の位置（国分寺崖線景観基本軸の地域概略図） 
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まちづくり条例における「国分寺崖線区域」 

 

（※）国分寺崖線区域：「国分寺市緑の基本計画」に定められた緑化重点地区の一つである「国分寺崖線保全・

整備地区」で、商業地域などを除いた国分寺市まちづくり条例で定める区域のこと。当該区域内では緑地・

湧水などの優れた自然環境を保全するため、独自の開発基準を定め、環境共生型の土地利用を目指している。 

資料：国分寺市まちづくり条例 

 

（2）地区の緑地現況 

国分寺崖線の斜面緑地は、都市計画緑地に指定されていない部分も存在しており、斜面

緑地保全のためには、何らかの法的担保をしていくことも必要です。 

国分寺崖線区域と公園・緑地・農地の分布 

 

注）国分寺崖線区域（まちづくり条例による）内の公園・緑地・農地の分布状況を表示 

資料：緑地、公園、農地の現況は「平成 14年度土地利用現況調査」より作成 

市有地

都有地

民間所有地

緑地（林地）所有者

※緑地は、土地利用現況調査

　空中写真より判読

まちづくり推進地区

史跡指定区域

史跡指定拡大目標範囲

都市計画道路

都市計画緑地

公園

凡　例
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国分寺崖線の緑地は、斜面地では現在も比較的残されています。野川沿いは宅地化が進

み、緑地はほとんど残っていません。 

 

1947(S22) 

1961(S36) 

1984(S59) 

まちづくり推進地区

史跡指定区域

史跡指定拡大目標範囲

都市計画道路

都市計画緑地

公園

農地

湧水

2004

1984

1961

1947

緑地（林地）の変遷

現況の土地利用について

※空中写真より判読

2004(H16) 
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① 地区周辺の地形からみる国分寺崖線の範囲 

地区北側は高低差約 15mの斜面地になっており、地域景観を特徴づける国分寺崖線を

形成しています。 

等高線図と国分寺崖線（傾斜10％状の斜面地） 
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② 現況写真 

 

   
お鷹の道            真姿の池付近             真姿弁天 

 

  
     真姿の池湧水群の説明板         国分寺崖線の際で進む宅地造成（東元町３丁目） 

 

 

史跡公園西側より見る国分寺崖線 
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2.6  関連計画の整理 

（1）第四次国分寺市長期総合計画（平成19年３月） 

① 計画の概要 

 「第四次長期総合計画」は、平成19年度から平成28年度の10年間を計画期間とする市の最

上位の計画として、「基本構想」と「基本計画（国分寺づくり編・財政計画編・行政経営編）」

により構成しています。「基本構想」においては将来像「健康で文化的な都市―住み続けた

いまち、ふるさと国分寺―」ならびに６つの都市像と基本目標を設定し、これに基づく基本

計画により国分寺市がもつ特性や地域資源を十分活用し、国分寺の魅力を高める取り組みを

行うこととしています。 

 

 

 

②史跡武蔵国分寺跡周辺地区に関連する事柄 

歴史文化の拠点である史跡武蔵国分寺跡周辺地区については、まちのデザイン③「市

民が安全・快適に暮らせるまち」、5-1「自然環境」において、地域性豊かな都市環境（景

観）を形成することを重点目標とし、「こくぶんじ恋のみちの整備を行う」「歴史的、文

化的資産を活かしたまちづくりを進める」「史跡整備と一体となった周辺のまちづくりを

進める」「まちづくり条例を活用した市民との協働によるまちづくりを進める」ことを、

施策の方向として位置付けています。 

 

（将来像） 健康で文化的な都市 

―住み続けたいまち、ふるさと国分寺― 

１．市民の意見が反映されるまち  市民との情報の共有化による市民参加と協働を推進します。 

 市民活動団体との協働を進めるとともにコミュニティの活性化を図ります。 

 人権を尊重し、共に生きるまちを目指します。 

２．市民の健康と福祉を守るまち  安心して子育て子育ちができる環境を充実します。 

 共にいきいきと暮らし、彩りある生活を創り出します。 

 健やかで安心して暮らせるまちをつくります。 

３．市民が安全・快適に暮らせるまち  緑と水が生活にうるおいを与えるまちをつくります。 

 安全・快適で健康に暮らせるまちをつくります。 

 資源を大切にし、循環型社会への転換を図ります。 

 環境教育・学習を推進し、情報の共有化を図り、環境への理解を深めます。 

 未来を見据えた活力あるまちをつくります。 

 災害等に対応した危機管理体制を確立するとともに、災害に強いまちをつく

ります。 
５．心豊かな人が育つまち 

４．市民の生命と財産を守るまち  国分寺らしい文化を大切にし、あわせて地域の国際交流を進め、新しい文化

の創造を目指します。 

 平和を愛し、人間を尊重し、自然や文化を大切にする心豊かな人を育てます。

また、多くの市民が学習やまちづくりの活動に参加できるまちの実現を目指

します。 

６．活気のあるまち  国分寺の特徴を生かした経済振興とともに、雇用を促進します。 

まちのデザイン（都市像） （基本目標） 
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（2）国分寺市都市マスタープラン（平成12年３月） 

① 計画の概要と将来像 

本計画は、国分寺市長期総合計画、都市計画に関する基本的方針を定めるものです。

平成11年度に「“ひと”が主人公。“ひと”に恋されるまち、まちに恋する“ひと”を育

てましょう」「住宅都市として暮らしやすいまちをつくりましょう」を理念に、概ね 20

年後を目標としています。 

 

（国分寺市が目指すまち） 

 歴史文化を継承・創造し、水と緑が生活にうるおいを与えるまち 
 誰もが健康で、安全・快適に暮らせるまち 
 未来を見据えた魅力あるまち 

将来の都市構造 

 
 

② 史跡武蔵国分寺跡周辺地区に関連する事柄 

史跡武蔵国分寺跡周辺は、“こくぶんじトライアングルゾーン”「市民みんなが国分寺

らしい場所として、その魅力を守り、高めていく」場所として位置づけられています。 

道路・交通体系整備方針では、国 3･4･1号線が「位置づけ要検討」路線として位置づ

けられています。 

地域別整備方針では、泉町・西元町・東元町地域は、「歴史・文化・交流とふれあいの

まち」をテーマとしています。 
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（3）史跡武蔵国分寺跡[僧寺地区]新整備基本計画（平成15年３月） 

① 計画の概要 

本計画は、「国指定史跡武蔵国分寺跡保存管理計画（平成元年３月）」及び「史跡武蔵

国分寺跡整備基本計画（平成３年３月）」の策定より 10年が経過し、その後の史跡追加

指定、土地の公有化の進展、並びに東山道武蔵路の都史跡指定等の状況が変化したこと

を踏まえ、僧寺地区を対象に整備基本計画を見直し策定したものです。 

② 基本計画 

基本計画の中では、ゾーニング、史跡地への導入動線計画、区域内交通問題への対応、

史跡指定地の拡大等が述べられています。 

僧寺地区の史跡地の考え方については、下図のように提示しています。 

史跡地の考え方 
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（4）上位・関連計画の関係 

本調査を進めるにあたり、国分寺市における上位・関連計画を整理すると下図のとお

りです。 

東京都の上位・関連計画は、総合計画にあたる「東京構想 2000（平成 12年 12月）」、

道路に関しては「多摩地域における都市計画道路の整備方針（第 3次事業化計画）平成

18年４月策定」、国分寺崖線に関しては「国分寺崖線景観基本軸基本計画（平成13年３

月）」等があります。 

 

市の上位・関連計画との関係 

 

 

 

 

史跡武蔵国分寺跡保存管理計画 

 

（H 1.3） 

(仮称)郷土博

物館基本構想 

（H 5.3） 

史跡整備基本構想 

 

（H 2.3） 

(仮称)郷土博

物館基本計画 

（未策定） 

[僧寺地区]新整

備基本計画 

（H 15.3） 

第四次国分寺市長期総合計画 

（H 19.3） 

国分寺市都市マスタープラン 

 

（H 12.3） 

国分寺市緑の基

本計画 

（H 12.3） 

国分寺市都市景

観施策基本調査 

（H 17.3） 

旧整備基本

計画 

（H 3.3） 

尼寺整備工事 

 

（H15.3竣工） 

博物館整備

工事 

（未定） 

国分寺市まちづくり条例 

（H 16.6公布） 

国分寺駅

周辺地区 

(策定中) 

【史跡関連】 

【まちづくり・都市計画関連】 

国分寺緑地整備

構想 

（H 7.3） 

上
位
計
画･

条
例 

分
野
別
計
画 

整
備
計
画 

事
業 

史跡武蔵国分寺

跡周辺地区 

今回調査の上位・関連計画       (年月)記入は、策定済みの計画 

その他

の地区 

 

僧寺整備事業 

 

（実施中） 

現段階で未策定の計画等       

地域バス運行実施

に関する報告書 

(H14.3) 

その他分野

別整備構

想・計画 

その他分野

別構想・計

画 

西国分

寺駅 

地区 
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810
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291
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3

0 200 400 600 800

1.崖線や湧水などの自然の豊かさ

2.住環境がよい

3.鉄道やバスなどの交通の便がよい

4.道路の便がよい

5.買い物が便利である

6.地区の歴史や風景

7.近所や仲間づきあい

8.学校や公園などが近い

9.その他

無回答

東元町三丁目 東元町四丁目 西元町一丁目 西元町二丁目 西元町三丁目

2.7  住民アンケート調査の結果概要 

（1）調査の概要 

地域の広い意見を伺うために、平成 16年９月～10月にかけて、地域の自治会（東元町三

丁目、東元町四丁目、西元町一丁目、西元町二丁目、西元町三丁目）他の方々を対象にアン

ケート調査を実施しました。1384票を配布し、933人の方から回答を頂きました。 

 

【調査日時】平成17年９中旬～10月初旬 

【調査方法】自治会他を通して配布・回収 

【調査対象】まちづくり推進地区内及び周辺地区 

配布数1384票 回収票数933票（67.4%） 

 

配布票数と回収票数 

配布数 回収数 回収率 

1,384 933 67.4% 

 

（2）主な調査結果 

① 回答者について 

 

 

② 地域の現状認識と満足度 

 

 回答者の地区別の割合は、東元町３丁目が一
番多く、西元町一丁目が他の地区に比べて少

なくなっています。 

 年齢層は､40歳代～70歳代が約20～25%を占
め､30歳代が 11.5%です｡ 

 性別は､男性 44.8%､女性 52.2%です｡ 
 世帯構成は､単身世帯が全体の 9.3%､夫婦の
みが 30.5%､二世代居住が50.8%です｡ 

 回答者の持ち家比率は 95%と非常に高い状
況にあります｡ 

 居住年数は､全体では 2年未満､5年未満､20
年未満が約1割ずつ､40年未満､40年以上が

それぞれ約 25%を占めています｡西元町一丁

目は2年未満が全体の64.8%です｡ 

 自動車は､全体の約 25%の世帯で保有してい
ない､また 28.2%は自分で自動車の運転をし

ない方です｡ 

居住地区
(933)

西元町
一丁目
13.7%

西元町
二丁目
22.0%

西元町
三丁目
19.6%

東元町
四丁目
21.4%

東元町
三丁目
23.3%

東元町
三丁目

東元町
四丁目

西元町
一丁目

西元町
二丁目

西元町
三丁目

回答者の住所 

地区の魅力 

 当地区でまちづくり計画が進められている
ことを｢知っている方｣が全体の 42.1%､｢聞

いたことはある｣が 32.5%｡全体の約 75%が何

らかご存じです｡ 

 地区の魅力として｢崖線や湧水などの自然の
豊かさ｣が最も多く､次いで｢地区の歴史や風

景｣､｢学校や公園などが近い｣､｢住環境がよ

い｣と続いています｡ 

（
主
）
17
号
・
所
沢
府
中
線
（
府
中
街
道
）

東八道路

多喜窪
通り

東元町三丁目

東元町四丁目

西元町一丁目

西元町二丁目

西元町三丁目
町丁界

史跡指定区域

まち づ く り推 進 地 区
0 100 200

調査対象地区 
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③ 史跡整備、国3･4･1号線に関する認識 

 

 

 ｢史跡指定範囲｣を知ってい
る方が 34.8%､｢史跡拡大目標

範囲｣ を知 って いる方が

4.6%､両方知っている方が

12.1%となっており､51.5%の

方が史跡範囲について何ら

かご存じです｡ 

11.1%

11.7%

8.6%

15.6%

12.2%

12.1%

26.9%

37.2%

31.3%

38.0%

40.6%

34.8%

4.2%

4.1%

4.7%

4.4%

6.1%

4.6%

56.0%

42.9%

55.5%

38.0%

40.0%

46.1%

1.9%

4.1%

0.0%

3.9%

1.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東元町三丁目(216)

東元町四丁目(196)

西元町一丁目(128)

西元町二丁目(205)

西元町三丁目(180)

合計(925)

1.両方とも知っている 2.現史跡指定範囲は知っている

3.史跡指定拡大目標範囲は知っている 4.両方とも知らない
無回答

 地区の不満点は､｢道がせまい｣が最も多く､｢買い物の便が良くない｣､｢自動車が多い｣､
｢電車やバスが使いにくい｣､｢火災発生時などの防災面｣と続いています｡ 

 大切にしたい場所は｢湧水｣｢お鷹の道｣が一番多く､次いで｢真姿の池｣､｢武蔵国分寺
跡｣､｢国分寺崖線｣と続き､これらが地域の自慢となっていることがわかります｡ 

207

682

234

211

43

15

344

150

74

21

0 200 400 600 800

1.火災発生時などの防災面

2.道がせまい

3.自動車が多い

4.電車やバスが使いにくい

5.公園など、子供の遊び場が少ない

6.観光客が多くプライバシーが守られな
い

7.買い物の便がよくない

8.車などの騒音

9.その他

無回答

東元町三丁目 東元町四丁目 西元町一丁目 西元町二丁目 西元町三丁目

34

9

5

20

35

93

590

667

268

91

224

110

271

92

79

32

0 200 400 600

1.お鷹の道

2.湧水

3.真姿の池

4.万葉植物園

5.国分寺崖線

6.農地

7.武蔵国分寺跡

8.薬師堂

9.仁王門

10.楼門

11.七重塔跡

12.石仏群

13.文化財保存館

14.文化財資料展示室

15.その他

無回答

東元町三丁目 東元町四丁目 西元町一丁目 西元町二丁目 西元町三丁目

地区の不満点 大切にしたい場所 

史跡整備に関する認識 
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④ 今後のまちづくりの方向について 

 

 「今後のまちづくりについて望むことは、第一に「歴史的環境の保全」、第二に「道路
整備」、第三に「町並み景観の向上」を挙げています。 

 来訪者や観光客が増えることについて、「生活環境が守られれば観光客が増えても良い」
との回答が 59.7%と最も多く、史跡の保全・整備等による来訪者の増加に対し 79.4%の

方が理解を示しています。 

都市計画道路 3･4･1号線に対する認識 

 都市計画道路3･4･1号線の計画があ
ることについて｢知っている｣｢聞い

たことがある｣方は 37.7%にとどま

り､｢知らない｣方が全体の 60.1%を

占めています｡地区別にみると､西

元町一丁目の方々の認知度が非常

に低い状況にあります｡ 

 都市計画道路3･4･1号線の整備につ
いて､回答者全体では｢整備は必要

ない｣が 43.5%､｢早く整備すべき｣が

35.2%であり､整備は必要でないと

回答している方が多くなっていま

す｡地区別にみると､史跡西側の新

設部分にあたる西元町二丁目の

方々は｢整備は必要ない｣との回答

が 55.1%を占め､｢早く整備すべき｣

との回答 27.8%の2倍となっていま

す｡ 

 なお､都市計画道路 3･4･1号線の整
備については､現在の元町通りをイ

メージして回答している方､歩きや

すくなるなら､など条件をつけて整

備すべきと回答している方がいま

した｡ 

都市計画道路 3･4･1号線の整備について 

35.0%

43.0%

32.0%

27.8%

37.2%

35.2%

41.0%

39.0%

42.2%

55.1%

39.3%

43.5%

21.2%

10.5%

21.1%

12.7%

20.2%

16.8%

1.8%

4.5%

2.4%

4.7%

0.5%

2.7%

0.9%

3.0%

0.0%

2.0%

2.7%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東元町三丁目(217)

東元町四丁目(200)

西元町一丁目(128)

西元町二丁目(205)

西元町三丁目(183)

合計(933)

1.早く整備すべきだと思う 2.整備は必要ないと思う

3.わからない 4.その他

無回答

20.7%

19.7%

6.3%

21.0%

19.9%

18.4%

22.1%

22.2%

10.2%

22.4%

17.1%

19.6%

55.3%

56.1%

82.8%

52.7%

62.4%

60.1%

1.5%

1.0%

0.0%

0.8%

1.0%

1.4%

1.0%

0.6%

2.4%

0.0%

1.0%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東元町三丁目(217)

東元町四丁目(198)

西元町一丁目(128)

西元町二丁目(205)

西元町三丁目(181)

合計(929)

1.知っている 2.聞いたことはある 3.知らない 4.その他 無回答
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⑤ 主な自由意見 

回答者933人のうち、273人（約 30％）の方からご意見をいただきました。 

 

 国分寺街道は歩道が狭く歩行者としても車
としてもいつ事故が起こってもおかしくな

いという気持ちです。小さな子供の手をひ

いて歩こうにも並んで歩く幅がありませ

ん。せめて安心して歩行できる道にしてく

ださい。お散歩が楽しくなるような街に。

（東元町３丁目／30歳代）。 

 都心から 40分くらいのところで自然を残
すのが大切です。なるべく健康的に車を入

れず歩くことを進めたい。国分寺駅～西国

分寺駅まで史跡を歩いても２時間くらい、

無理に道を広げて車を入れることはないと

思う。すべての公害はシャットアウトした

いです（東元町３丁目／60歳代）。 

 居住者も観光客も車にびくびくする道路で
は情けない。都市計画道路3･4･1号線は早

急に整備をお願いしたい。（東元町３丁目／

60歳代） 

 国分寺街道の車が多く自転車、歩行者が怖
い。歩道を是非つくってほしい。府中方面

の道路が良いので買い物も府中方面に行っ

てしまう。史跡もきちんと整備し楽しめる

場所であればと思う。（東元町４丁目／30

歳代）。 

 都市計画道路3･4･1号線ができれば車も多
くなります。便利になるかわり騒音もあり

ます。住環境も大変大切なことと思うので

その点をよくお考えください。（東元町４丁

目／50歳代） 

 史跡を歩いて周れる様な順路を表示してほ
しい。多くの方が、順路が定まらず歩きに

くそう。またパンフレット等の配布場所も

わからないようである。史跡のある町とし

て観光しやすい町になれば、住環境も守ら

れ観光客へのお店も増え、望ましい町にな

ると思う。（西元町１丁目／40歳代） 

 生活者にも観光客にも落ちついた快適な町
並みであってほしい。そのために道路は多

少不便でも安全であればいい。生活道路と

通過交通道路のメリハリをつける。また電

柱の乱立も車同様、せっかくの景観と雰囲

気を壊すので徐々に地下化を進める。（西元

町１丁目／年齢不明） 

 大変静かな環境が気に入っていますが、手
つかずの自然が整備によって減っていくこ

とに寂しさを感じます。ただ元町通りが狭

くて見通しが悪いので子供の外出に不安を

感じています。せっかく、公園等遊び場が

たくさんあるのにそこに行くまでの道が危

険なのが残念です。スクールゾーンも有名

無実化しています。（西元町２丁目／３０歳

代） 

 住宅内の緑が少なくなることが寂しい。高
い建物はもう不要。土地を踏むことのない

非人間的な生活と思う。思いやりや優しさ

を生み出すのは一緒に暮らすこと、お互い

に譲ることをできなくなるのが人間一番不

幸の源と思う（西元町３丁目／70歳代） 

25

41

315

127

126

117

123

286

514

0 200 400 600

1.歴史的環境の保全

2.町並み景観の向上（崖線、看板など）

3.交通規制（一方通行、時間規制など）

4.防災対策（建物不燃化、生垣化など）

5.人々の交流する施設整備

6.遊歩道や案内看板などの充実

7.道路整備

8.その他

無回答

東元町三丁目 東元町四丁目 西元町一丁目 西元町二丁目 西元町三丁目

今後のまちづくりに望むこと 史跡復元整備と観光客 

21.2%

19.0%

16.4%

22.9%

17.5%

19.7%

59.4%

58.0%

70.3%

58.0%

56.3%

59.7%

3.8%

3.0%

4.4%

3.5%

2.3%

3.7%

5.5%

6.8%

6.8%

13.7%

4.1%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東元町三丁目(217)

東元町四丁目(200)

西元町一丁目(128)

西元町二丁目(205)

西元町三丁目(183)

合計(933)

1.歴史的価値を持つ地区として当然のことである

2.生活環境が守られれば、観光客が増えても良い

3.どちらでもよい

4.史跡整備はよいが、観光客が増えることは迷惑である

5.その他

無回答
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2.8  交通調査の結果概要 

（1）交通調査の結果わかったこと 

・ 元町通りは、12時間で約 1,690台、１分あたり約2.3台の自動車が通行しています。 

・ ピーク時間帯のスクールゾーン前（7:00～7:30）に 112台、１分当たり3.7台の車

が通行しています。 

・ スクールゾーン時間帯（7:30～8:30）は、元町通りの交通量が減る分、植木交換通

りの交通量は増えています。 

・ ナンバープレート調査の結果、元町通りの朝方の（6:30～9:30）自動車交通のうち、

約６割は地区を通り抜ける、いわゆる通過交通でした。 

・ 通過交通の多い道路は、元町通り、植木交換通りであるが、植木交換通りは特に国

分寺街道から府中街道に向けて通り抜けている車が多数でした。 

・ 速度調査の結果、元町通りと植木交換通りでは、約半数の車が制限速度(30km/h)を

上回り、東元町3丁目では、すべての車が制限速度(20km/h)を上回っていました。 

・ 騒音調査の結果、一部の時間帯で環境基準を上回る値が計測されたが、全体的に環

境基準を下回る値が多数でした。 

・ 振動調査の結果、すべての調査地点で環境基準を大きく下回りました。 

元町通りと植木交換通りの交通量推移         通過交通の多い道路 
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府中栄町3交差点

四小入口交差点 泉町1交差点

栄町交差点

南町2交差点

史跡公園北交差点

史跡公園南交差点

四中入口交差点

泉町交差点

植木交換通り（花街道）

元町通り

多喜窪通り

国分寺駅西 国分寺 駅

152台 /3h

87台/3h

80台/3h

9台/3h

8台/3h

18台/3h

8台/3h

 

（2）交通シミュレーションの結果わかったこと 

史跡地区内の通過交通を排除した場合の、周辺道路への影響を把握するために 3つの

各主要交差点（泉町交差点、栄町交番前交差点、府中栄町３丁目交差点）の滞留長を「現

況」と「通行規制（地区内の通過交通量を排除）」の２つのケースで比較した結果、次の

ことがわかりました。 

・ 泉町交差点では、交通規制の影響を最も受けると考えられた東方向断面・南方向断

面の滞留長は6～8m（車 1～2台分）増加したが大きな影響が現れませんでした。 

・ 栄町交番前交差点では、南北方向の滞留長は減少しています。このシミュレーショ

ンでは国分寺街道のバスの運行状況を考慮していないため、実際にはバスの停車等

が道路混雑に大きく影響していると考えられます。 

・ 府中栄町 3交差点では、特に交通規制時の影響をもっとも大きく受けると考えられ

た北方向断面においても、それほど大きな影響は見られませんでした。
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（3）自動車交通量図 
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2.9  地区の整備課題の整理 

地区の整備課題を整理すると下記のとおりです。 

 

ⅰ） 湧水・国分寺崖線の保全と再生によるまちづくり 

① 既存の国分寺崖線の緑地の永続性の確保 

② 既存の国分寺崖線の緑地の維持管理 

③ 宅地化された斜面地の緑化推進 

④ 湧水保全のための涵養域の保全、みず道の保全 

 

ⅱ） 史跡・緑地・湧水と調和した美しい町並みの創出 

① 国分寺崖線の緑地、農地、公園を活かした連続した緑の景観の保全と創出 

② 湧水、お鷹の道を活かした地域固有の重要な景観の保全と創出 

③ 住宅地の生垣化、緑化推進による町並み景観の向上 

④ 史跡やお鷹の道への案内誘導の充実と景観的統一 

⑤ 史跡の保全を前提とした居住環境の維持 

 

ⅲ） 生活環境の確保と向上 

① 狭小幅員道路における災害等の緊急時への対応 

② 安心して歩ける歩行者環境の改善 

③ 史跡地のバッファーゾーンとしての農地、公園、緑地の維持 

 

ⅳ） 通過交通の流入抑制と生活交通利便の確保 

① 史跡指定区域と国3･4･1号線の重複による道路のあり方の検討 

② 生活道路としての道路ネットワーク確保 

③ 地区内への通過交通の流入抑制 

 

ⅴ） 来訪者交通の受け入れ対応 

① 歩いてめぐるための歩行者環境整備 

② 来訪者のための公共交通サービスの向上 

③ 来訪者交通に対するアプローチ道路と最低限の駐車場確保（見学バス等） 

④ お鷹の道を核としたお散歩ネットワークの充実 

 

 

 


